
野
村
萬
斎
が
誘
う

　
　
和
洋
融
合
魅
惑
の
新
世
界
！

とりぎん文化会館 梨花ホールとりぎん文化会館 梨花ホール
7,000円
6,000円
4,000円
2,000円
2,000円

【一般販売】
12月16日（土）10:00～
【チケット取り扱い】
・とりぎん文化会館 ・倉吉未来中心
・アルテプラザ（米子駅前ショッピングセンター４階）
・ローソンチケット（Lコード：63976）

・WEBチケとっとり
 ［要登録・無料］

※はやトク割は12/1（金）～1/31（水）まで
※U18（公演当日１８歳以下）チケットで入場の
　際は、身分証明書（学生証等）の提示が
　必要な場合があります。
※就学前のお子様は入場できません。

（公演当日限定・座席指定不可）

はやトク 割 SS、S、A席各500円割引

［日］
開演
開場
開演
開場 終演予定

SS席
S席
A席
U18（S・A席限定）
A席ハーフプライス

Sunday 3 March 2024, 3pm
Torigin Bunka Kaikan
Rika Hall
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【交通】 ◎当館駐車場は、とりぎん文化会館、
図書館、公文書館の共同駐車場です。（ハート
フル駐車場９台） ◎台数に限りがございます
ので、なるべく公共交通機関をご利用くださ
い。 ◎満車の場合は、鳥取県庁の地上・地下
駐車場（無料・土日祝 8:15～22:00）、県庁北
側駐車場（無料・24時間開放）のほか近隣の
有料駐車場をご利用ください。
【問合せ】 とりぎん文化会館 
TEL.0857-21-8700  ※案内番号2
（9:00～18:00 ※休館日を除く）

●スペシャルパートナー企業　株式会社ウミライ／株式会社山陰放
送／株式会社さんびる／株式会社新日本海新聞社／株式会社中
海テレビ放送／日本海テレビジョン放送株式会社
●パートナー企業　株式会社あおい総合設計／株式会社井中組
／株式会社エスマート／株式会社エナテクス／株式会社かわばた
／有限会社キーワード／株式会社衣笠商会／株式会社サテライト
コミュニケーションズネットワーク／山陰エレベータ株式会社／株式
会社山陰合同銀行／山陰東芝エレベータ株式会社／三光ホール
ディングス株式会社／株式会社大協組／鳥取ガス株式会社／株式
会社鳥取銀行／鳥取信用金庫／ヤマタホールディングス株式会社
／税理士法人山根会計事務所／株式会社リースキン倉吉

祖
父
・
故
六
世
野
村
万
蔵
及
び
父
・
野
村
万

作
に
師
事
。重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
者
。

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
卒
業
。「
狂
言
ご

ざ
る
乃
座
」
主
宰
。
各
分
野
で
非
凡
さ
を
発

揮
し
、狂
言
の
認
知
度
向
上
に
大
き
く
貢
献
。

現
代
に
生
き
る
狂
言
師
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

活
動
を
通
し
狂
言
の
在
り
方
を
問
う
て
い

る
。
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
、
紀

伊
國
屋
演
劇
賞
、
芸
術
祭
優
秀
賞
、
読
売
演

劇
大
賞
最
優
秀
作
品
賞
な
ど
受
賞
多
数
。
東

京
藝
術
大
学
客
員
教
授
、
石
川
県
立
音
楽
堂

邦
楽
監
督
、
公
益
社
団
法
人
全
国
公
立
文
化

施
設
協
会
会
長
。
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萬
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演
出
・
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尾
道
市
生
ま
れ
。
京
都
市
立
音
楽
高
等
学
校
、

東
京
藝
術
大
学
声
楽
科
卒
。
同
大
学
院
博
士

課
程
修
了
。
英
国
王
立
音
楽
院
オ
ペ
ラ
科
を

日
本
人
と
し
て
初
め
て
卒
業
。
平
和
堂
財
団

芸
術
奨
励
賞
、
コ
ン
セ
ー
ル
・
マ
ロ
ニ
エ
21

声
楽
部
門
第
１
位
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ル
イ
ス
・

ア
ワ
ー
ド
第
１
位
、
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

木
下
賞
、
英
国
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
21
年
第
１

位
等
多
く
の
受
賞
歴
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
に

マ
レ
ク
・
ヤ
ノ
フ
ス
キ
、
山
田
和
樹
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N
H
K
交
響
楽
団
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読
売
日
本
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楽
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、

東
京
フ
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金
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へ
連
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し
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在
、
最
も
注
目
さ
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の
一
人
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範
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踊
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台
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。
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よ
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ボ
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。
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澤
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に
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を
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ョ
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ョ
ン
フ
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賞
受
賞
。
こ
れ
ま
で
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ケ
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デ
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ョ
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・
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イ
ー
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ト
ゥ
ガ
ン
・
ソ
ヒ
エ
フ
ら
の
も
と
で
合
唱
指
揮

を
務
め
、
公
演
を
成
功
に
導
く
。
11
年
〜
18
年

東
京
混
声
合
唱
団
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
・
イ
ン
・
レ

ジ
デ
ン
ス
。
22
年
９
月
よ
り
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
に
就
任
。

23
年
４
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よ
り
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音
楽
大
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作
曲
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（
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年
生
。
野
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萬
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の
長
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。
祖

父
・
野
村
万
作
及
び
父
に
師
事
。

能
楽
協
会
会
員
。３
歳
の
時
に「
靭

猿
」で
初
舞
台
。
17
年「
三
番
叟
」、

20
年
「
奈
須
与
市
語
」、22
年
「
釣

狐
」
を
披
く
。
23
年
３
月
、
初

め
て
の
現
代
劇
出
演
と
な
る
舞
台

「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」（
世
田
谷
パ
ブ

リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
）
で
タ
イ
ト
ル

ロ
ー
ル
を
務
め
る
。
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88
年
、
岩
城
宏
之
が
創
設
音
楽
監
督
（
永

久
名
誉
音
楽
監
督
）
を
務
め
、
多
く
の
外

国
人
を
含
む
40
名
か
ら
な
る
日
本
最
初
の

プ
ロ
の
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
石
川

県
と
金
沢
市
が
設
立
。
石
川
県
立
音
楽
堂

を
本
拠
地
と
し
、
年
間
約
１
０
０
公
演
を

行
っ
て
い
る
。
新
曲
初
演
に
積
極
的
に
取

り
組
む
一
方
、
育
成
・
普
及
活
動
に
も
力

を
注
ぐ
。

オ
ー
ケ
ス
ト
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弦
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98
年
生
ま
れ
。
カ
ー
テ
ィ
ス・パ
タ
ー
ソ
ン
、

沢
井
一
恵
の
両
氏
に
師
事
。
16
歳
で
く
ま

も
と
全
国
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
、
史
上

最
年
少
で
優
勝
を
果
た
す
。
セ
バ
ス
テ
ィ

ア
ン・ヴ
ァ
イ
グ
レ
、井
上
道
義
、鈴
木
優
人
、

秋
山
和
慶
、
読
売
日
本
交
響
楽
団
、
東
京

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
、
京
都
市

交
響
楽
団
な
ど
と
共
演
。「
情
熱
大
陸
」「
題

名
の
な
い
音
楽
会
」「
徹
子
の
部
屋
」
な
ど

に
出
演
。
22
年
に
は
箏
奏
者
と
し
て
初
め

て
ブ
ル
ー
ノ
ー
ト
東
京
で
ラ
イ
ブ
を
開
催
。

ま
た
、
同
年SUM

M
ER SO

NIC

に
異
例

の
出
演
を
果
た
し
た
こ
と
で
も
話
題
を
集

め
た
。
出
光
音
楽
賞
、
神
奈
川
文
化
賞
未

来
賞
受
賞
。
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主催：（公財）鳥取県文化振興財団
協賛：

特別後援：新日本海新聞社、日本海テレビ

後援：鳥取県、鳥取市、岩美町、八頭町
若桜町、智頭町、鳥取県教育委員会
鳥取市教育委員会、岩美町教育委員会
八頭町教育委員会、若桜町教育委員会
智頭町教育委員会

鳥取県立公文書館 図書館

わらべ館

裁判所

鳥取赤十字病院

袋川

末広通りバスターミナル
鳥取中央郵便局

若
桜
街
道

智
頭
街
道

JR鳥取駅

とりぎん
文化会館

鳥取県庁
パートナー企業制度
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石
川
県
立
音
楽
堂
邦
楽
監
督
・
野
村
萬
斎
の
創
造
舞
台
第
２
弾

日
本
舞
踏
家
が
演
じ
る
ジ
プ
シ
ー
女〝
カ
ン
デ
ー
ラ
〞が
、

萬
斎
扮
す
る
亡
き
夫
の〝
亡
霊
〞に
つ
き
ま
と
わ
れ
る…
果
た
し
て
そ
の
結
末
は…

スペ
イ
ン・ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
の
伝
統
音
楽
と

日
本
の
能
狂
言
・
舞
踊
が
絡
み
合
う
！


